
農芸からつながる京都の輪
～農芸型肥育の確立を目指して～



昨年度の活動

食の“安心・安全”を守るために

農場HACCP認証農場



研究背景

むかしは…

国牛十図(丹波牛)
山陰常設家畜市場
(福知山市)
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飼育コスト削減

付加価値のついた
和牛肉生産

研究目的

科目「畜産」にて学習



名号ゆきは号

(2023年1月26日生)
名号みずき号

(2022年5月22日生)

名号わかひら号

(2022年5月21日生)

研究目的

研究対象牛

農芸型肥育 従来の肥育



取り組み①

未利用資源の活用



取り組み①

竹の葉

みかんの皮

国産わら

茶葉



取り組み①

高大連携プログラム

規格外リンゴ

京都府立大学
農学生命科学科



取り組み①

与えた
「わかひら」号

DG値1.25㎏

与えていない
「ゆきは」号
DG値0.73㎏

未利用資源を与えた結果

15.6㎏の差



飼 料 費 削 減 額 一 覧 表

品目
１日当たりの
給餌量（㎏）

１ヶ月あたりの
各品目のエサ代

給与方法
1ヵ月あたりの
エサ削減額

リンゴ 0.5 ¥1,275
国産わら

＋
りんご

¥5,955

ミカン皮 0.4 ¥1,020
国産わら

＋
ミカンかす

¥5,700

茶葉 0.6 ¥1,530
国産わら

＋
茶葉

¥6,210
国産わら 2 ¥4,680

取り組み①

未利用資源を与えた結果
約6,000円の飼料費削減



取り組み②

放牧の実施



取り組み②

簡易牛舎の設置

日々の管理が楽になる
循環型農業の実践
和牛飼養戸数・頭数増加



肉用牛の飼養管理に関する技術的な指針

取り組み②

アニマルウェルフェアへの配慮



結果

研究の結果はいかに…？

わかひら号
A5ランク

B.M.S.  No.12獲得
オレイン酸値51％

ゆきは号
A5ランク

B.M.S.  No.８獲得

オレイン酸値53％



わかひら号
農芸型肥育

ゆきは号
従来の肥育

結果

赤身の色が濃い

筋肉質で
引き締まっている

サシが細かい 「農芸型肥育を行った
結果が出ている」



実験１ 官能検査の実施

京都府庁

京都食肉市場株式会社

中日本フード株式会社

京都府立大学

JA全農くみあい飼料株式会社

南丹家畜保健衛生所

全農京都

JA京都



実験１ 官能検査の実施

京都食肉市場
株式会社
中村部長

「筋肉量が増え、水分量が少なく、噛み応えがあり
赤身肉の味が感じやすかった」
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肉の見た目

肉の香り

食感

肉汁の量

肉の味

脂の味

官能検査アンケート結果

1 2 3 4 5

実験１ 官能検査の実施

N＝52で評価



実験２ オレイン酸値の向上

研究の結果はいかに…？

わかひら号
A5ランク

B.M.S.  No.12獲得

ゆきは号
A5ランク

B.M.S.  No.８獲得

オレイン酸値53％ オレイン酸値51％



実験２ オレイン酸値の向上

の向上

配合飼料＋酒粕
米ぬか 水

オレイン酸値



みずき号
A5ランク

B.M.S.  No.９獲得

オレイン酸値56％
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わかひら みずき ゆきは

オレイン酸数値

わかひら ゆきは

オレイン酸数値

みずき

実験２ オレイン酸値の向上



京都府立大学
栄養科学科

実験３ アミノ酸分析の実施

遊離アミノ酸分析

肉１ｇあたりのアミノ酸含有率量（合計量）
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マニュアルの作成・広報活動

取り組み③



・月齢ごとの給与量
・簡易牛舎の設置方法
・高校での実践結果

取り組み③

京都府畜産センターに配布

広報につなげる

マニュアル内容



取り組み③

消費者に届ける

イベントなどでの販売実習



メディアでの
普及活動

農芸型肥育を広める

取り組み③



取り組み③

都ホテル京都八条50周年イベント

農芸高校の放牧黒毛和牛を味わう四川特別コース



まとめ

「付加価値のついた
和牛肉生産」

「飼料費削減」

未利用資源

「耕作放棄地の解消」

「和牛肥育の低コスト化」
放牧

京都府畜産の未来を作ります！


